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    第一章


    
      1我われらの救主すくひぬしなる神かみと我われらの希望のぞみなるキリスト・イエスとの命めいによりて、キリスト・イエスの使徒しととなれるパウロ、 2書ふみを信仰しんかうに由よりて我わが眞實しんじつの子こたるテモテに贈おくる。願ねがはくは父ちちなる神かみおよび我われらの主しゅキリスト・イエスより賜たまふ恩惠めぐみと憐憫あはれみと平安へいあんと、汝なんぢに在あらんことを。
    


    
      3我われマケドニヤに往ゆきしとき汝なんぢに勸すすめし如ごとく、汝なんぢなほエペソに留とどまり、ある人々ひとびとに命めいじて、異ことなる教をしへを傳つたふることなく、 4昔話むかしばなしと窮きはまりなき系圖けいづとに心こころを寄よする事ことなからしめよ。此これ等らのことは信仰しんかうに基もとづける神かみの經綸けいりんの助たすけとならず、反かへつて議論ぎろんを生しゃうずるなり。 5命令めいれいの目的もくてきは清きよき心こころと善よき良心りゃうしんと僞いつはりなき信仰しんかうとより出いづる愛あいにあり。 6ある人々ひとびとこれらの事ことより外はづれて虚むなしき物語ものがたりにうつり、 7律法おきての教師けうしたらんと欲ほっして、反かへつて其その言いふ所ところその確證かくしょうする所ところを自みづから悟さとらず。 8律法おきては道理ことわりに循したがひて之これを用もちひば善よき者ものなるを我われらは知しる。 9律法おきてを用もちふる者ものは、律法おきての正ただしき人ひとの爲ためにあらずして、不法ふはふのもの、服從ふくじゅうせぬもの、敬虔けいけんならぬもの、罪つみあるもの、潔きよからぬもの、妄みだりなるもの、父ちちを撃うつもの、母ははを撃うつもの、人ひとを殺ころす者もの、 10淫行いんかうのもの、男色なんしょくを行おこなふもの、人ひとを誘拐かどはかすもの、僞いつはるもの、いつはり誓ちかふ者ものの爲ため、そのほか健全けんぜんなる教をしへに逆さからふ凡すべての事ことのために設まうけられたるを知しるべし。 11これは我われに委ゆだね給たまひし幸福さいはひなる神かみの榮光えいくわうの福音ふくいんに循したがへるなり。
    


    
      12我われに能力ちからを賜たまふ我われらの主しゅキリスト・イエスに感謝かんしゃす。 13われ曩さきには涜けがす者もの、迫害はくがいする者もの、暴行ばうかうの者ものなりしに、我われを忠實ちゅうじつなる者ものとして、この職つとめに任にんじ給たまひたればなり。われ信しんぜぬ時ときに知しらずして行おこなひし故ゆゑに憐憫あはれみを蒙かうむれり。 14而しかして我われらの主しゅの恩惠めぐみは、キリスト・イエスに由よれる信仰しんかうおよび愛あいとともに溢あふるるばかり彌増いやませり。 15『キリスト・イエス罪人つみびとを救すくはん爲ために世よに來きたり給たまへり』とは、信しんずべく正ただしく受うくべき言ことばなり、其その罪人つみびとの中うちにて我われは首かしらなり。 16然しかるに我わが憐憫あはれみを蒙かうむりしは、キリスト・イエス我われを首かしらに寛容くわんようをことごとく顯あらはし、この後のち、かれを信しんじて永遠とこしへの生命いのちを受うけんとする者ものの模範もはんとなし給たまはん爲ためなり。 17願ねがはくは萬世ばんせいの王わう、すなはち朽くちず見みえざる唯一ゆゐいつの神かみに、世々よよ限かぎりなく尊貴たふときと榮光えいくわうとあらん事ことを、アァメン。
    


    
      18わが子こテモテよ、汝なんぢを指さしたる凡すべての預言よげんに循したがひて、我われこの命令めいれいを汝なんぢに委ゆだぬ。これ汝なんぢがその預言よげんにより、信仰しんかうと善よき良心りゃうしんとを保たもちて、善よき戰鬪たたかひを戰たたかはん爲ためなり。 19或ある人ひとよき良心りゃうしんを棄すてて信仰しんかうの破船はせんをなせり。 20その中うちにヒメナオとアレキサンデルとあり、彼かれらに涜けがすまじきことを學まなばせんとて、我われこれをサタンに付わたせり。
    

  


  


  
    第二章


    
      1さればわれ第一だいいちに勸すすむ、凡すべての人ひとのため、王わうたち及および凡すべて權けんを有もつものの爲ために、おのおの願ねがひ・祈祷いのり・とりなし・感謝かんしゃせよ。 2是これわれら敬虔けいけんと謹嚴きんげんとを盡つくして、安やすらかに靜しづかに一生いっしゃうを過すごさん爲ためなり。 3斯かくするは美事よきことにして、我われらの救主すくひぬしなる神かみの御意みこころに適かなふことなり。 4神かみは凡すべての人ひとの救すくはれて、眞理しんりを悟さとるに至いたらんことを欲ほっし給たまふ。 5それ神かみは唯一ゆゐいつなり、また神かみと人ひととの間あいだの中保なかだちも唯一ゆゐいつにして、人ひとなるキリスト・イエス是これなり。 6彼かれは己おのれを與あたへて凡すべての人ひとの贖價あがなひとなり給たまへり、時とき至いたりて證あかしせらる。 7我われこれが爲ために立たてられて宣傳者せんでんしゃとなり、使徒しととなり（我われは眞まことを言いひて虚僞いつはりを言いはず）また信仰しんかうと眞まこととをもて異邦人いはうじんを教をしふる教師けうしとなれり。
    


    
      8これ故ゆゑにわれ望のぞむ、男をとこは怒いからず爭あらそはず、何いづれの處ところにても潔きよき手てをあげて祈いのらんことを。 9また女をんなは恥はぢを知しり、愼つつしみて宜よろしきに合かなふ衣ころもにて己おのれを飾かざり、編あみたる頭髮かみのけと金きんと眞珠しんじゅと價あたひ貴たかき衣ころもとを飾かざりとせず、 10善よき業わざをもて飾かざりとせんことを。これ神かみを敬うやまはんと公言こうげんする女をんなに適かなへる事ことなり。 11女をんなは凡すべてのこと從順じゅうじゅんにして靜しづかに道みちを學まなぶべし。 12われ女をんなの教をしふることと男をとこの上うへに權けんを執とることとを許ゆるさず、ただ靜しづかにすべし。 13それアダムは前さきに造つくられ、エバは後のちに造つくられたり。 14アダムは惑まどはされず、女をんなは惑まどはされて罪つみに陷おちいりたるなり。 15然されど女をんなもし愼つつしみて信仰しんかうと愛あいと潔きよきとに居をらば、子こを生うむことに因よりて救すくはるべし。
    

  


  


  
    第三章


    
      1『人ひともし監督かんとくの職つとめを慕したはば、これよき業わざを願ねがふなり』とは、信しんずべき言ことばなり。 2それ監督かんとくは責せむべき所ところなく、一人ひとりの妻つまの夫をっとにして、自みづから制せいし、愼つつしみ、品行みもち正ただしく、旅人たびびとを懇ねんごろに待もてなし、能よく教をしへ、 3酒さけを嗜たしまず、人ひとを打うたず、寛容くわんようにし、爭あらそはず、金かねを貪むさぼらず、 4善よく己おのが家いへを理おさめ、謹嚴きんげんにして子女こどもを從順じゅうじゅんならしむる者ものたるべし。 5（人ひともし己おのが家いへを理おさむることを知しらずば、爭いかでが神かみの教會けうくわいを扱あつかふことを得えん） 6また新あらたに教をしへに入いりし者ものならざるべし、恐おそらくは傲慢がうまんになりて惡魔あくまと同おなじ審判さばきを受うくるに至いたらん。 7外そとの人ひとにも令聞よききこえある者ものたるべし、然しからずば誹謗そしりと惡魔あくまの羂わなとに陷おちいらん。 8執事しつじもまた同おなじく謹嚴きんげんにして、言ことばを二ふたつにせず、大酒たいしゅせず、恥はづべき利りをとらず、 9潔きよき良心りゃうしんをもて信仰しんかうの奧義おくぎを保たもつものたるべし。 10まづ彼かれらを試こころみて責せむべき所ところなくば、執事しつじの職つとめに任にんずべし。 11女をんなもまた謹嚴きんげんにして人ひとを謗そしらず、自みづから制せいして凡すべての事ことに忠實まめやかなる者ものたるべし。 12執事しつじは一人ひとりの妻つまの夫をっとにして、子女こどもと己おのが家いへとを善よく理おさむる者ものたるべし。 13善よく執事しつじの職つとめをなす者ものは良よき地位ちゐを得え、かつキリスト・イエスに於おける信仰しんかうにつきて大おほいなる勇氣ゆうきを得うるなり。
    


    
      14われ速すみやかに汝なんぢに往ゆかんことを望のぞめど、今いまこれらの事ことを書かきおくるは、 15若もし遲おそからんとき、人ひとの如何いかに神かみの家いへに行おこなふべきかを汝なんぢに知しらしめん爲ためなり。神かみの家いへは活いける神かみの教會けうくわいなり、眞理しんりの柱はしら、眞理しんりの基もとゐなり。 16實げに大おほいなるかな、敬虔けいけんの奧義おくぎ

      
        『キリストは肉にくにて顯あらはされ、

        靈れいにて義ぎとせられ、

        御使みつかひたちに見みられ、

        もろもろの國人くにびとに宣傳のべつたへられ、

        世よに信しんぜられ、

        榮光えいくわうのうちに上あげられ給たまへり』
      

    

  


  


  
    第四章


    
      1されど御靈みたまあきらかに、或ある人ひとの後のちの日ひに及およびて、惑まどはす靈れいと惡鬼あくきの教をしへとに心こころを寄よせて、信仰しんかうより離はなれんことを言いひ給たまふ。 2これ虚僞いつはりをいふ者ものの僞善ぎぜんに由よりてなり。彼かれらは良心りゃうしんを燒金やきがねにて烙やかれ、 3婚姻こんいんするを禁きんじ、食しょくを斷たつことを命めいず。されど食しょくは神かみの造つくり給たまへる物ものにして、信しんじかつ眞理しんりを知しる者ものの感謝かんしゃして受うくべきものなり。 4神かみの造つくり給たまへる物ものはみな善よし、感謝かんしゃして受うくる時ときは棄すつべき物ものなし。 5そは神かみの言ことばと祈いのりとによりて潔きよめらるるなり。
    


    
      6汝なんぢもし此これ等らのことを兄弟きゃうだいに教をしへば、信仰しんかうと汝なんぢの從したがひたる善よき教をしへとの言ことばにて養やしなはるる所ところのキリスト・イエスの良よき役者えきしゃたるべし。 7されど妄みだりなる談はなしと老おいたる女をんなの昔話むかしばなしとを捨すてよ、また自みづから敬虔けいけんを修行しゅぎゃうせよ。 8體からだの修行しゅぎゃうもいささかは益えきあれど、敬虔けいけんは今いまの生命いのちと後しりへの生命いのちとの約束やくそくを保たもちて凡すべての事ことに益えきあり。 9これ信しんずべく正ただしく受うくべき言ことばなり。 10我われらは之これがために勞らうしかつ苦心くしんす、そは我われら凡すべての人ひと、殊ことに信しんずる者ものの救主すくひぬしなる活いける神かみに望のぞみを置おけばなり。
    


    
      11汝なんぢこれらの事ことを命めいじかつ教をしへよ。 12なんぢ年とし若わかきをもて人ひとに輕かろんぜらるな、反かへつて言ことばにも、行状ぎゃうじゃうにも、愛あいにも、信仰しんかうにも、潔きよめにも、信者しんじゃの模範もはんとなれ。 13わが到いたるまで、讀よむこと勸すすむること教をしふる事ことに心こころを用もちひよ。 14なんぢ長老ちゃうらうたちの按手あんしゅを受うけ、預言よげんによりて賜たまはりたる賜物たまものを等閑なほざりにすな。 15なんぢ心こころを傾かたむけて此これ等らのことを專もっぱら務つとめよ。汝なんぢの進歩しんぽの明あきらかならん爲ためなり。 16なんぢ己おのれとおのれの教をしへとを愼つつしみて此これ等らのことに怠おこたるな、斯かくなして己おのれと聽きく者ものとを救すくふべし。
    

  


  


  
    第五章


    
      1老人らうじんを譴責けんせきすな、反かへつて之これを父ちちのごとく勸すすめ、若わかき人ひとを兄弟きゃうだいの如ごとくに、 2老おいたる女をんなを母ははの如ごとくに勸すすめ、若わかき女をんなを姉妹しまいの如ごとくに全まったき貞潔ていけつをもて勸すすめよ。 3寡婦やもめのうちの眞まことの寡婦やもめを敬うやまへ。 4されど寡婦やもめに子こもしくは孫まごあらば、彼かれら先まづ己おのれの家いへに孝かうを行おこなひて親おやに恩おんを報むくゆることを學まなぶべし。これ神かみの御意みこころにかなふ事ことなり。 5眞まことの寡婦やもめにして獨殘ひとりのこりたる者ものは、望のぞみを神かみにおきて、夜よるも晝ひるも絶たえず願ねがひと祈いのりとを爲なす。 6されど佚樂たのしみを放恣ほしいままにする寡婦やもめは、生いけりと雖いへども死しにたる者ものなり。 7これらの事ことを命めいじて彼かれらに責せむべき所ところなからしめよ。 8人ひともし其その親族しんぞく、殊ことに己おのが家族かぞくを顧かへりみずば、信仰しんかうを棄すてたる者ものにて、不ふ信者しんじゃよりも更さらに惡あしきなり。 9六十歳ろくじっさい以下いかの寡婦やもめは寡婦やもめの籍せきに記しるすべからず、記しるすべきは一人ひとりの夫をっとの妻つまたりし者ものにして、 10善よき業わざの聲聞きこえあり、或あるひは子女こどもをそだて、或あるひは旅人たびびとを宿やどし、或あるひは聖徒せいとの足あしを洗あらひ、或あるひは惱なやめる者ものを助たすくる等ら、もろもろの善よき業わざに從したがひし者ものたるべし。 11若わかき寡婦やもめは籍せきに記しるすな、彼かれらキリストに背そむきて心こころ亂みだるる時ときは、嫁とつぐことを欲ほっし、 12初はじめの誓約ちかひを棄すつるに因よりて批難ひなんを受うくべければなり。 13彼かれ等らはまた懶惰らんだに流ながれて家々いへいへを遊あそびめぐる、啻ただに懶惰らんだなるのみならず、言ことば多おほくして徒事むだごとにたづさはり、言いふまじき事ことを言いふ。 14されば若わかき寡婦やもめは嫁とつぎて子こを生うみ、家いへを理おさめて敵てきに少すこしにても謗そしるべき機をりを與あたへざらんことを我われは欲ほっす。 15彼かれらの中うちには既すでに迷まよひてサタンに從したがひたる者ものあり。 16信者しんじゃたる女をんなもし其その家いへに寡婦やもめあらば、自みづから之これを助たすけて教會けうくわいを煩わづらはすな。これ眞まことの寡婦やもめを教會けうくわいの助たすけん爲ためなり。
    


    
      17善よく治をさむる長老ちゃうらう、殊ことに言ことばと教をしへとをもて勞らうする長老ちゃうらうを一層ひときは尊たふとぶべき者ものとせよ。 18聖書せいしょに『穀物こくもつを碾こなす牛うしに口籠くつごを繋かくべからず』また『勞動人はたらきびとのその價あたひを得うるは相應ふさはしきなり』と云いへばなり。 19長老ちゃうらうに對たいする訴訟うったへは二三人にさんにんの證人しょうにんなくば受うくべからず。 20罪つみを犯をかせる者ものをば衆すべての前まへにて責せめよ、これ他ほかの人ひとをも懼おそれしめんためなり。 21われ神かみとキリスト・イエスと選えらばれたる御使みつかひたちとの前まへにて嚴おごそかに汝なんぢに命めいず、何事なにごとをも偏かたより行おこなはず、偏頗へんぱなく此これ等らのことを守まもれ、 22輕々かるがるしく人ひとに手てを按おくな、人ひとの罪つみに與あづかるな、自みづから守まもりて潔きよくせよ。 23今いまよりのち水みづのみを飮のまず、胃ゐのため、又またしばしば病やまひに罹かかる故ゆゑに、少すこしく葡萄酒ぶだうしゅを用もちひよ。 24或ある人ひとの罪つみは明あきらかにして先さきだちて審判さばきに往ゆき、或ある人ひとの罪つみは後あとにしたがふ。 25斯かくのごとく善よき業わざも明あきらかなり、然しからざる者ものも遂つひには隱かくるること能あたはず。
    

  


  


  
    第六章


    
      1おほよそ軛くびきの下したにありて奴隷どれいたる者ものは、おのれの主人しゅじんを全まったく尊たふとぶべき者ものとすべし。これ神かみの名なと教をしへとの譏そしられざらん爲ためなり。 2信者しんじゃたる主人しゅじんを有もてる者ものは、その兄弟きゃうだいなるに因よりて之これを輕かろんぜず、反かへつて彌いや増々ますますこれに事つかふべし。その益えきを受うくる主人しゅじんは信者しんじゃにして愛あいせらるる者ものなればなり。
    


    
      汝なんぢこれらの事ことを教をしへかつ勧すすめよ。 3もし異ことなる教をしへを傳つたへて、健全けんぜんなる言ことばすなはち我われらの主しゅイエス・キリストの言ことばと、敬虔けいけんにかなふ教をしへとを肯うけがはぬ者ものあらば、 4その人ひとは傲慢がうまんにして何なにをも知しらず、ただ議論ぎろんと言爭いさかひとにのみ耽ふけるなり、之これによりて嫉妬ねたみ・爭鬪あらそひ・惡あしき念おもひおこり、 5また心こころ腐くさりて眞理まことをはなれ、敬虔けいけんを利り益えきの道みちとおもふ者ものの爭論さうろんおこるなり。 6されど足たることを知しりて敬虔けいけんを守まもる者ものは、大おほいなる利り益えきを得うるなり。 7我われらは何なにをも携たづさへて世よに來きたらず、また何なにをも携たづさへて世よを去さること能あたはざればなり。 8ただ衣食いしょくあらば足たれりとせん。 9されど富とまんと欲ほっする者ものは、誘惑まどはしと羂わな、また人ひとを滅亡ほろびと沈淪ちんりんとに溺おぼらす愚おろかにして害がいある各樣さまざまの慾よくに陷おちいるなり。 10それ金かねを愛あいするは諸般もろもろの惡あしき事ことの根ねなり、ある人々ひとびとこれを慕したひて信仰しんかうより迷まよひ、さまざまの痛いたみをもて自みづから己おのれを刺さしとほせり。
    


    
      11神かみの人ひとよ、なんぢは此これ等らのことを避さけて、義ぎと敬虔けいけんと信仰しんかうと愛あいと忍耐にんたいと柔和にうわとを追おひ求もとめ、 12信仰しんかうの善よき戰闘たたかひをたたかへ、永遠とこしへの生命いのちをとらへよ。汝なんぢこれが爲ために召めしを蒙かうむり、また多おほくの證人しょうにんの前まへにて善よき言明いひあらはしをなせり。 13われ凡すべての物ものを生いかしたまふ神かみのまへ、及およびポンテオ・ピラトに向むかひて善よき言明いひあらはしをなし給たまひしキリスト・イエスの前まへにて汝なんぢに命めいず。 14汝なんぢわれらの主しゅイエス・キリストの現あらはれたまふ時ときまで汚點しみなく責せむべき所ところなく、誡命いましめを守まもれ。 15時ときいたらば幸福さいはひなる唯一ゆゐいつの君主くんしゅ、もろもろの王わうの王わう、もろもろの主しゅの主しゅ、これを顯あらはし給たまはん。 16主しゅは唯ただひとり不ふ死しを保たもち近ちかづきがたき光ひかりに住すみ、人ひとの未いまだ見みず、また見みること能あたはぬ者ものなり。願ねがはくは尊貴たふときと限かぎりなき權力ちからと彼かれにあらんことを、アァメン。
    


    
      17汝なんぢこの世よの富とめる者ものに命めいぜよ。高たかぶりたる思おもひをもたず、定さだめなき富とみをたのまずして、唯ただわれらを樂たのしませんとて萬よろづの物ものを豐ゆたかに賜たまふ神かみに依頼よりたのみ、 18善ぜんをおこなひ、善よき業わざに富とみ、惜をしみなく施ほどこし、分わけ與あたふることを喜よろこび、 19かくて己おのれのために善よき基もとゐを蓄たくはへ、未來みらいの備そなへをなして眞まことの生命いのちを捉とらふることを爲せよと。
    


    
      20テモテよ、なんぢ委ゆだねられたる事ことを守まもり、妄みだりなる虚むなしき物語ものがたり、また僞いつはりて知識ちしきと稱となふる反對論はんたいろんを避さけよ。
    


    
      21ある人々ひとびとこの知識ちしきを裝よそほひて信仰しんかうより外はづれたり。
    


    
      願ねがはくは御惠みめぐみなんじと偕ともに在あらんことを。
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